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研究成果の概要（和文）：講義、ボックス訓練、VR シミュレータ訓練、動物による手術訓練か

ら構成される教育カリキュラムを作成し、一般外科医向けにセミナーを開催した。またボック

ストレーナー内で縫合結紮を行う独自の技術評価タスクを開発し、その有用性を評価した。ト

レーニングを継続することが重要であることが明らかとなり、受講者は 6 ヶ月後には技術が向

上したと報告した。これらの成果は、より安全な内視鏡外科医療を構築するための基盤となり

得る。 

 
研究成果の概要（英文）：We established a laparoscopic surgical skills training program 

including lectures, box training, virtual reality simulations, and live tissue training. We 

analyzed outcomes after the program. Suturing and knot tying times were shorter at the 

end of the program, but misplaced and loose sutures were more common. Trainees reported 

improved skills after 6 months. Continued voluntary training is necessary to maintain the 

basic and more complex assessments of outcomes will be necessary to confirm the effects of 

performing a laparoscopic training program. 
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１． 研究開始当初の背景 

内視鏡外科手術は患者の負担を劇的に軽
減する低侵襲手術としてあらゆる領域に広
く普及している。最近では胃癌や大腸癌な
どの悪性腫瘍に対しても、病気の根治性と
患者の QOL(quality of life)を両立させると
して急速に適応が広がり、患者やその家族
を含め社会からの要望が高まっている。し

かし同手術は、従来の開腹手術とは大きく
異なる能力を術者に要求し、社会の要望に
応えより広く安全な手術を行うためには専
門的教育システムの整備が非常に重要であ
る。我が国では、系統的なカリキュラムに
沿ったセミナーは非常に少ない上に、教育
効果に関する学術的研究はほぼなされてい
ないのが現状である。 

機関番号：１７１０２ 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2010～2012 

課題番号：22500888  

研究課題名（和文） 内視鏡外科手術における教育・トレーニングの基盤構築 

                     

研究課題名（英文） Establishment of education system for endoscopic surgery 

 

研究代表者 

田上 和夫（TANOUE KAZUO） 

九州大学・大学病院・特任准教授 

 研究者番号：40294920  

 

 



 

 

 

２．研究の目的 

本研究は安全な内視鏡外科手術を行うた
めの教育・技術評価システムの基盤を構築
することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

１．トレーニングセンターにて講義、ボッ
クス訓練、VRシミュレータ訓練、動物によ
る手術訓練から成る教育カリキュラムを作
成する。 
①内視鏡外科手術の特性、基本手技、専用
機器の使用法が容易に理解できるよう講義
の内容構成を行う。 
②現在既に効果があると報告されているも
のを基に独自の訓練タスクを開発する。 
③内視鏡外科手術シミュレータによるトレ
ーニングを行う。 
④動物による手術訓練を行う。 
２．一般外科医向け、初心者（医学生、研
修医）向け、さらに特定の手術手技に特化
したコースを開催する。 
３．独自の技術評価タスクを開発し、受講
者の同意の下、基本手技の上達度を確認す
ると同時にデータを蓄積し、解析を行う。 

 
４．研究成果 
１．トレーニングセンターにて以下のごとく
講義、ボックス訓練、VR シミュレータ訓練、
動物による手術訓練から成る教育カリキュ
ラムを作成・改良を行った。 

図１：九州大学病院内視鏡外科手術トレーニ
ングセンター 左上：ドライトレーニング施
設（ボックストレーニング）、右上：ドライ
トレーニング施設（VRシミュレータトレーニ
ング）、左下：内視鏡外科手術の基礎に関す
る講義、右下：アニマルトレーニング施設 
 
① 講義：内視鏡外科手術の特性、機器の説

明・使用法、内視鏡・鉗子の基本操作、
視野展開法、実際の剥離、切離、縫合、
結紮などの基本手技の講義を行った。 

② ボックス訓練：各被訓練者に１台のトレ
ーニングボックスを割り当て、鉗子によ
る空間認知、左右の協調操作、剥離、切

離、縫合、結紮などの基本手技を反復訓
練した。また、ブタの小腸などを用いた
縫合訓練も取り入れた。トレーニングタ
スクは、現在既に効果があると報告され
ているものを基に作成したのを始め、特
定の技能を訓練する独自のタスクも開発
した。 

③ VR シミュレータ訓練：現在世界で認知さ
れている内視鏡外科手術シミュレータ
(LapSimTM, MISTTM, LapMentorTM)を導入
し、そのプログラムの中から基本的手技
習得に必要と思われるタスクを選択し、
目標スコアを設定して繰り返し訓練させ
た。受講者毎にアカウントを作成し、個々
のデータは全て保存し、解析した。 

④ 動物による手術訓練：実際の腹腔鏡下手
術と同様に、腸間膜の血管、胃、腸を用
いて止血、剥離、切離、縫合、結紮など
の内視鏡外科手術の基本手技をトレーニ
ングした。 

２．一般外科医向けの基本手技修得セミナー
（スタンダードコース）を上記１．の①、②、
③、④からなる 2日間コース、初心者向け教
育セミナー（ベーシックコース）として①、
②、③からなる 1 日コースを行った。また、
特定の手術手技に特化したアドバンスコー
スとして消化管吻合術や単孔式内視鏡手術
をテーマとして行った。 
３．技術評価タスク 
被訓練者全員に対してトレーニング前、およ
び後に同じ評価タスクを行った。タスクは縫
合結紮操作からなり、全て所要時間やエラー
を測定、記録した。さらに左右両鉗子の先に
センサーを取り付け、磁気式三次元位置計測
装置(AURORATM)を用いて鉗子の軌跡を記録
した。受講者の同意の下、基本手技の上達度
を確認すると同時にデータを蓄積し、解析を
行った。 
その結果、トレーニング後ではタスクを完遂
する受講者が有意に増加し、結紮時間も短縮
し、縫合回数も有意に増加した。さらに、タ
スク遂行所用時間も有意に短縮した（図２）。 

図２ 
しかし、糸の緩みや縫合部位のずれなどのエ



 

 

ラーや縫合シートの破れなどは逆に有意に
増加していた（図３）。以上より短期間のト
レーニングだけでなくトレーニングの継続
することが重要であることが明らかとなっ
た。 

図３ 
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